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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

２
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
内
療
法
の
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
―
偶
発
症

の
科
学
と
臨
床

大
阪
市
西
部
地
区

日
時　

２
月
13
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

開
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

岡
﨑
祐
司
氏
（
佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

地
域
包
括
ケ
ア
構
想
と
政
府
の
２
０
２
５
年
に
向
け

た
医
療
供
給
体
制
づ
く
り
の
全
体
像
〜
か
か
り
つ
け

医
・
歯
科
医
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
〜

会
員
学
習
会

日
時　

２
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時
30
分　
　

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

長
谷
川
誠
実
氏
（
東
淀
川
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
１
万
円　
　

定
員　

１
０
０
人

偶
発
症
・
難
症
例
へ
の
対
応
―
歯
内
療
法
に
お
け
る

神
経
損
傷
の
臨
床
的
対
応

大
阪
市
北
部
・
東
部
地
区

日
時　

２
月
３
日
（
水
）
午
後
８
時
〜
10
時

会
場　

 

東
洋
ビ
ル
１
階
会
議
室
３
（
南
海
高
野
線
「
堺
東
」

駅
徒
歩
３
分
）

講
師　

中
島
康
氏
（
高
石
市
開
業
）　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

高
齢
者
に
お
け
る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
管
理

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

日
時　

２
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

開
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
・
政
策
部　

両
部
会
講
師
団

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

２
０
１
６
年
診
療
報
酬
改
定
の
最
新
情
報
と
そ
の
狙
い

会
員
学
習
会

日
時　

２
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

会
費　

会
員
千
円

対
象　

会
員
本
人
に
限
る　
　

定
員　

60
人

※
「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

個
別
指
導
対
策
講
習
会

増
え
る
内
部
告
発
、
患
者
通
報
へ
の
対
応

社
保
研
究
部

中之島の遊歩道沿いにたたずむ東洋陶磁美術館
＝１月、大阪市内　　　　　　　　　　　　　

　

１
９
８
２
年
に
開
館
し
た

大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館

は
、
地
下
鉄
淀
屋
橋
駅
か
ら

５
分
程
度
の
所
に
あ
る
。
中

之
島
の
美
し
い
遊
歩
道
に
沿

っ
て
大
阪
市
役
所
、
中
之
島

図
書
館
、中
央
公
会
堂
、東
洋

陶
磁
美
術
館
が
並
び
、
大
阪

の
中
心
部
に
ふ
さ
わ
し
い
重

厚
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

美
術
館
に
は
安あ

宅た
か

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
国
・
韓
国
陶
磁

を
中
心
に
、李
秉
昌（
イ
・
ビ

界
第
１
級
の
質
と
量
を
誇
っ

て
い
る
。
そ
の
中
に
は
２
点

の
国
宝
と
13
点
の
重
要
文
化

財
が
含
ま
れ
、
見
や
す
く
系

統
的
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

５
１
年
か
ら
企
業
の
利
益
還

元
と
社
員
教
養
の
向
上
の
た

め
に
美
術
品
収
集
を
行
い
、

20
年
間
で
70
数
億
円
を
費
や

し
た
。
国
宝
の
油ゆ

滴て
き

天て
ん

目も
く

茶ち
ゃ

碗わ
ん

は
12
〜
13
世
紀
頃
も
の

で
、
豊
臣
秀
次
、
西
本
願

寺
、
三
井
家
を
経
て
若
狭
酒

ー
ナ
ー
か
ら
鑑
賞
を
始
め

た
。
鼻
煙
壺
は
嗅
ぎ
煙
草
を

入
れ
て
そ
の
匂
い
を
楽
し
む

も
の
で
、
優
雅
な
色
の
小
さ

な
壺
が
１
５
０
点
置
か
れ
て

い
た
。
韓
国
陶
磁
室
で
は
高

麗
時
代
、朝
鮮
時
代
の
粉
青
、

朝
鮮
時
代
の
磁
器
、
李
秉
昌

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
眺
め
た
。

日
本
陶
磁
室
を
経
て
中
国
陶

磁
室
で
後
漢
〜
宋
時
代
、
元

〜
明
時
代
の
展
示
を
順
次
回

っ
た
。
途
中
に
あ
る
ラ
ウ
ン

ジ
に
は
作
品
の
説
明
の
テ
レ

ビ
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
、
廊
下

で
濱
田
正
司
作
品
の
美
し
い

展
示
品
を
鑑
賞
し
た
。

　

４
０
０
年
以
前
の
日
本
に

は
陶
器
は
あ
っ
た
が
、
磁
器

は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
磁
器
生
産
の
端
緒
と
成

る
の
は
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵

で
、
撤
退
の
際
に
大
名
は
各

地
の
陶
工
を
連
れ
て
帰
り
、

磁
器
を
焼
成
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
は
多

く
の
陶
磁
器
を
生
産
し
、
東

南
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

輸
出
し
、
日
本
の
陶
磁
器
の

素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
知
ら

し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

東
洋
陶
磁
美
術
館
の
作
品

は
陶
磁
器
を
見
る
目
が
な
い

私
に
も
、
美
し
さ
、
精
緻
さ

と
歴
史
の
重
さ
を
見
て
取
る

こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
日

本
の
発
展
に
は
、
近
隣
諸
国

と
の
友
好
な
結
び
つ
き
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
を
再
確
認
し

た
。（
新
聞
部
・
伊
津
進
弘
）

ョ
ン
チ
ャ
ン
）の
韓
国
陶
磁
、

濱
田
正
司
作
品
等
の
寄
贈
や

日
本
陶
磁
の
収
集
等
に
よ
り

１
０
０
０
点
程
の
東
洋
陶
磁

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
世

　

安
宅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
安

宅
英
一
会
長
が
長
年
に
わ
た

り
収
集
し
た
も
の
だ
が
、
そ

の
母
体
の
安
宅
産
業
は
１
９

７
７
年
に
倒
産
し
た
。
１
９

井
家
伝
来
の
作
品
で
、
も
う

一
つ
の
飛と
び

青せ
い

磁じ

花は
な

生い
け

は
13
〜

14
世
紀
の
も
の
で
、
鴻
池
伝

来
の
陶
磁
器
だ
。

　

今
回
、
２
階
の
鼻び

煙え
ん

壺こ

コ

279

数
々
の
珠
玉
の
名
品
を
展
示

大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館

大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館

　

「
継
続
来
院
し
て
い
た
患

者
が
、
保
険
証
の
提
示
に
応

じ
な
く
な
っ
た
」
な
ど
、
資

格
喪
失
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
資
格
喪
失
後
受
診

と
し
て
返
戻
と
な
り
、
そ
の

後
、
患
者
が
来
院
し
な
い
と

な
る
と
保
険
請
求
分
が
未
収

と
な
る
事
態
に
も
な
り
か
ね

な
い
。
そ
う
い
っ
た
事
態
を

防
ぐ
た
め
に
、
患
者
の
資
格

喪
失
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は

保
険
者
に
資
格
情
報
を
確
認

す
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
手
段

で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
２
０
０
５

年
に
公
開
し
た
「
健
康
保
険

組
合
等
に
お
け
る
個
人
情
報

の
適
切
な
取
扱
い
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
補
完
す

る
事
例
集
の
中
で
、
被
保
険

者
の
情
報
開
示
に
つ
い
て
示

し
て
い
る
（
左
枠
内
）。
し

か
し
、
情
報
開
示
は
義
務
で

は
な
い
た
め
、
保
険
者
に
よ

っ
て
は
開
示
し
な
い
場
合
も

あ
る
。

　

保
険
者
へ
の
照
会
も
手
段

と
し
て
は
有
効
だ
が
、
日
々

の
窓
口
で
の
対
応
を
徹
底
す

る
こ
と
が
未
収
を
防
ぐ
一
番

の
近
道
で
あ
る
。
ま
た
、
根

本
的
に
は
無
保
険
の
患
者
を

つ
く
ら
な
い
制
度
改
善
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

自
主
的
に
運
営
す
る
共
済

制
度
の
保
険
業
法
適
用
除
外

を
求
め
て
２
０
０
７
年
に
発

足
し
た
「
共
済
の
今
日
と
未

来
を
考
え
る
大
阪
懇
話
会
」

は
15
年
12
月
４
日
、
８
周
年

の
学
習
交
流
会
を
開
き
６
団

体
40
人
が
参
加
し
た
。
森
原

康
仁
・
三
重
大
学
人
文
学
部

准
教
授
が
「
大
筋
合
意
後
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
―
そ
の
社
会
・
経
済

的
影
響
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
記
念
講
演
し
た
。

　

森
原
氏
は
、
昨
年
10
月
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
「
大
筋
合
意
」
と

は
、
官
僚
が
作
っ
た
用
語
で

国
際
的
に
通
用
す
る
言
葉
で

は
な
く
、
交
渉
が
難
航
し
た

こ
と
か
ら
国
民
に
成
果
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
、
参
入

国
が
同
じ
解
釈
で
合
意
し
て

い
る
の
で
は
な
い
と
指
摘
し

た
。
13
年
３
月
に
甘
利
担
当

大
臣
が
発
表
し
た
「
政
府
統

一
試
算
」
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
に
よ
る
経
済
効
果
は
総
額

３
・
２
兆
円
と
し
て
い
る
が

こ
れ
は
10
年
間
の
数
字
で
あ

る
上
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
加
率
は
わ

ず
か
０
・
66
％
に
過
ぎ
な
い

と
強
調
し
た
。
ま
た
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
円
安
に
な
っ
て

も
生
産
拠
点
が
海
外
へ
移
転

し
て
い
る
た
め
、
自
由
化
で

輸
出
が
増
え
る
と
は
言
え
な

い
と
し
た
。

　

森
原
氏
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア

メ
リ
カ
の
多
国
籍
企
業
の
利

益
の
た
め
に
国
民
の
命
や
暮

ら
し
に
関
わ
る
制
度
を
改
変

し
、
金
融
・
保
険
・
医
療
な

ど
の
各
分
野
に
も
大
き
な
損

失
を
受
け
る
。
政
治
的
思
惑

が
強
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
強
い
懸

念
を
覚
え
る
」
と
締
め
く
く

っ
た
。

　

各
団
体
の
活
動
報
告
で

は
、
下
井
戸
昭
介
副
理
事
長

が
共
済
規
制
に
直
結
す
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
反
対
を
表
明
し
、
共

済
を
守
る
た
め
の
連
携
を
呼

び
か
け
た
。
交
流
会
で
は
、

共
済
に
対
す
る
規
制
強
化
や

保
険
業
法
の
再
改
悪
を
許
さ

な
い
共
同
の
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
の
「
申
し
合
わ

せ
」
を
参
加
者
全
員
で
確
認

し
た
。

資
格
喪
失
が
疑
わ
れ
る

場
合
の
受
給
資
格
の
照
会

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
国
民
に
大
き
な
損
失

共
済
懇
話
会　

学
習
交
流
会
開
催

（問316） 保険医療機関や保険薬局から、受
給資格の有無の照会がなされた場
合の対応はどうしたらよいか

（答） 原則として、あらかじめ本人の同意が
必要である。

　　 　ただし、資格喪失後の受診の疑いがあ
る場合に医療機関から照会が行われた場
合等にあっては、健康保険組合の財産の
保護のために必要がある場合であって、
本人の同意を得ることが困難である場合
に該当するため、本人の同意を得ずに回
答に応じて差し支えない。（個人情報保
護法第23条第１項第２号）

　　 　なお、保険医療機関等からの電話によ
る問い合わせに回答する場合は、その場
で即答せずに相手方の所属、氏名、代表
電話番号、内線番号等を確認した後、折
り返し電話するなどの配慮が望ましい。
照会元が疑わしい場合は、電話帳で当該
医療機関の代表番号を調べ、総務担当者
等に確認するなどの工夫を行うこと。
（照会先）保険局保険課

講
演
す
る
森
原
氏
＝
12
月

４
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

保険診療保険診療

知知っとくっとく！！
なっなっ得得！！


